
墨田区母子福祉応急小口資金貸付条例の一部を改正する条例（案）新旧対照表 

改  正  案 現     行 
  
   墨田区ひとり親家庭福祉応急小 

   口資金貸付条例 

（目的） 

第１条 この条例は、配偶者のない者であっ 

 て現に児童を扶養しているものに対し、応 

急に必要とする小口資金（以下「資金」と 

いう。）を貸し付けることにより、その生 

活の安定と生活意欲の増進を図ることを目 

的とする。 

（定義） 

第２条 この条例において「配偶者のない者」

とは、母子及び父子並びに寡婦福祉法（昭 

和３９年法律第１２９号）第６条第１項に 

規定する配偶者のない女子及び同条第２項 

に規定する配偶者のない男子をいう。 

２ 〔略〕 

（貸付けの資格） 

第３条 資金の貸付けを受けることができる 

者は、現に児童を扶養している配偶者のな 

い者であって、次に掲げる要件を備えてい 

るものでなければならない。 

 ⑴～⑶ 〔略〕 

（貸付けの申込み） 

第５条 資金の貸付けを受けようとする者は、

 墨田区規則（以下「規則」という。）で定 

 めるところにより、区長に申し込まなけれ 

 ばならない。 

（貸付け） 

第６条 区長は、前条の規定による申込みが 

あったときは、調査の上必要と認める者に 

対し、予算の範囲内において、資金を貸し 

付ける。 

（一時償還） 

第９条 区長は、借受人が次の各号のいずれ 

かに該当するときは、前条の規定にかかわ 

らず、当該借受人に対し、いつでも貸付金 

の全部又は一部の一時償還を請求すること 

ができる。 

 ⑴ 偽りの申込みその他不正な手段により 

貸付けを受けたとき。 

   墨田区母子福祉応急小口資金貸 

   付条例 

〔同左〕 

第１条 この条例は、配偶者のない女子であ 

 って現に児童を扶養している者に対し、応 

 急に必要とする小口資金（以下「資金」と 

いう。）を貸し付けることにより、その生 

活の安定と生活意欲の増進を図ることを目 

的とする。 

〔同左〕 

第２条 この条例において「配偶者のない女 

子」とは、母子及び寡婦福祉法（昭和３９ 

年法律第１２９号）第６条第１項に規定す 

る女子をいう。 

 

２ 〔略〕 

〔同左〕 

第３条 資金の貸付けを受けることのできる 

者は、現に児童を扶養している配偶者のな 

い女子であって、次の各号に掲げる要件を 

備えている者でなければならない。 

 ⑴～⑶ 〔略〕 

〔同左〕 

第５条 資金の貸付けを受けようとする者は、

 墨田区規則（以下「規則」という。）の定 

 めるところにより、区長に申し込まなけれ 

 ばならない。 

〔同左〕 

第６条 区長は、前条の申込みがあったとき 

は、調査のうえ必要と認める者に対し、予 

算の範囲内において、資金を貸し付ける。 

 

〔同左〕 

第９条 区長は、借受人が次の各号の一に該 

当するときは、前条の規定にかかわらず、 

当該借受人に対し、いつでも貸付金の全部 

又は一部の一時償還を請求することができ 

る。 

 ⑴ いつわりの申込みその他不正な手段に 

より貸付けを受けたとき。 
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 ⑵ 〔略〕 

（違約金） 

第１０条 区長は、借受人が償還期限までに 

貸付金を償還しないとき、又は前条の規定 

により一時償還すべき金額を支払わなかっ 

たときは、償還すべき金額に年１０．９５ 

パーセントの割合をもって、償還期限の翌 

日から償還当日までの日数により計算した 

違約金を徴収する。ただし、区長が特別の 

理由があると認めたときは、この限りでな 

い。 

２ 〔略〕 

 ⑵ 〔略〕 

〔同左〕 

第１０条 区長は、借受人が償還期限までに 

貸付金を償還しないとき又は前条の規定に 

より一時償還すべき金額を支払わなかった 

ときは、償還すべき金額に年１０．９５パ 

ーセントの割合をもって、償還期限の翌日 

から償還当日までの日数により計算した違 

約金を徴収する。ただし、区長が特別の理 

由があると認めたときは、この限りでない。

 

２ 〔略〕 
  

付 則 

 この条例は、平成２６年１０月１日から施行する。 


